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経済学においては、有能で善意の「政府」が前提になっているが、実際の政
府（政治家）は失敗や腐敗の可能性が存在する。有権者の望みを実現する政
府をどのように実現するか、民主的な政策を実行させるにはどうすればよい
か。その構造を政治的エージェンシー・モデルを用いて分析する。2024年度
ノーベル経済学賞のテーマにも関連する「政治経済学」の中級テキスト。

Political Economicsの分野を代表する
Timothy Besleyによる画期的なテキスト。

政府と政治家をめぐる重要問題を経済理論で解明する。

慶應義塾大学出版会

■政治経済学（Political Economics）とは？
　本書は政治経済学（political economics）の中級テキストとしてPersson and Tabellini
のPolitical Economics: Explaining Economic Policy (2000)と共によく読まれてきた本である。こ
の「政治経済学」という言葉の起源は、アダム・スミスが活躍した18世紀までさかのぼる。経
済学は最初、政治経済学（Political Economy）と呼ばれ、現在の経済学（Economics）と
同じ意味で使われていた。政治経済学の起源とその歴史については、本書1.5節にも書かれ
ているので、興味のある読者は参照されたい。
　現在、「政治経済学」と呼ばれている研究領域には、様 な々学術的アプローチがある。本
書の政治経済学の取り扱いは、近代経済学の数理モデルを用いたアプローチから様 な々政
治的な事象を分析しようとするものである。さらには投票データなどの整備、計量分析の深
化によって、理論的なモデルの実証分析も盛んに行われており、「新しい政治経済学」は今
一番ホットな研究領域の一つである。 ――（「訳者あとがき」より）

平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
このたび、ティモシー・ベズリー教授による『良い政府の政治経済学』（Principled 
Agents?: �e Political Economy of Good Government）の訳書を上梓しました。
ぜひゼミナールのテキスト、授業の副読本としてのご検討を賜ることができましたら、
まことに幸甚に存じます。
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世界の大部分の国が腐敗・汚職に悩んでいる。しかし、汚職を撲滅した国も存
在する。汚職は、個人の「悪」の問題ではなく、構造の問題であり、法律だけで
はもちろん止められない。また民主主義でも無くせない。「汚職の均衡」をい
かにして転換するか？ 「悪」を糾弾するのではなく、その仕組みを理解する
ことが汚職撲滅のカギとなる。

書籍詳細はこちらから
https://www.keio-up.co.jp/np/isbn/9784766429732/

見本のご請求を承っております。採用をご検討いた
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生を考える。第一期では、

V1(λ) = [π + (1 − π)λ]∆ (3.1)

である。
一方で、第二期では、

V2(λ) = π[1 + (1 − π)(1 − λ)]∆ (3.2)

である。
第一期の厚生は λ（現職の規律）で増加し、第二期の厚生は λで減少するこ
とは明らかである。後者は、第一期の規律が高まると、不合議型の現職がよ
り少なくなることによる。
割引後の厚生は、

W (λ) = V1(λ) + βV2(λ) (3.3)

は、λで増加する。第二期の厚生の損失はオーダー（位数）βπ(1 − π)であ
るのに対し、第一期の利得はオーダー (1 − π)であるためである。有権者が
規律違反から利益を得るのは、不合議型の政治家が第二期に合議型の政治家
に取って代わられるときだけであるのに対し、一方で第一期に不合議型の政
治家が現職である場合は常に、有権者が規律の改善から利益を得る。
有権者の厚生も π、すなわち政治家のプールの質で増加する。それは両期
間において有権者の利得を増加させ、不合議型の政治家の行動の質には影響
を及ぼさないことから明らかである。これはより市民的美徳（高質な政治階
級）を持つ政体が、有権者にとってはさらに望ましいものという考えを端的
に表している。
本モデルはまた、有権者の厚生と政治家の落選確率は、負の関係があるこ
とも予測している。そうすることで、落選確率は λと πで減少するが、有権
者の厚生は、λと πで増加するような (1 − π)(1 − λ)と等しくなる。このこ
とは、政治家の落選確率が低いということは有権者が満足しているというこ
とであり、有権者が望むことをする政治家だけが再選されるのである。後述
するように、これは必ずしも真とは限らない。
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命題1 合議型の政治家は、常に e = sを設定する。不合議型の政治家
は、第二期には e = (1 − s)を選択し、第一期には、不合議型であること
によって得られるレントが十分に小さければ、e = sを選択する。第一
期に e = sを選択した政治家はすべて再選する。

このモデルは、選挙が政治家にどのような動機付けを与えるかを明らかに
し、不合議型の政治家は、合議型の政治家の真似をすることを望むようにな
る。さらに有権者は、政治家に見返りがないことの責任を追及する。同時に、
再選のメカニズムは不完全である。時には、不合議型の政治家が第二期まで
生存する。このことは、政治的説明責任がどのように機能するのかを考える
出発点となる。

3.3.3 モデルの意味
次に、実証的な検証の議論に入る前に、モデルの規範的・実証的な意味を
考察する。

政府の質
本モデルは、政府の質の決定要因について考える上で有用である。その際、
政治家の利得から離れ、有権者が望むものを得られるかどうかという観点か
ら政府の質を測定する18)。このために、両期間における有権者の事前の厚

集約され、有権者は∆を生み出す政治家すべてが不合議型であると信じる均衡も存在
する。しかしながら、このような均衡はCho and Kreps（1987）の直感的基準を適用
することで、除外される。したがって、ここでは終始この均衡に注目する。

18) 政治家の利得を無視するという古くからの伝統があるため、結果が効率的かどうかを
評価することができないことを意味する。そのためには、政治家が有権者から、皆が
より良くなるような譲渡を受けることができるかどうかを検討しなければならないだ
ろう。しかし、このことは、政治家に利得を与えるために、様々な種類の契約を検討
すべきかどうかという問題が生じる。厚生計算において政治家の報酬を無視するとい
う政治経済学の伝統は奇妙であり、常にすべての市場参加者の利得に注目しているよ
うに見える市場の文脈における効率性の分析とは対照的である。
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